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見落とすな 『一時停止の標識』

確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･

落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

○ 車間距離を十分確保し、スピードダウンで追突防止

○ 凍結路面のスリップ防止（早朝、夜間、日陰等の凍結路面に注意）

○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）

○ “急”のつく動作の厳禁、シフトダウンもゆるやかに

○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険

冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

富良野 大型トラックと正面衝突

自衛官１人死亡１人重傷

２０１８．１．２４ ０９：４８更新

２３日午後８時５分ごろ、富良野市花園町の国道２３７号で、乗用車と大型トラックが正面衝突し、乗用車の

助手席に乗っていた、陸上自衛官の男性（１９）が、骨盤を折るなどして搬送先の病院で死亡した。乗用車を運転

していた陸上自衛官の男性（２０）も手首を折るなどして重傷。トラックの男性（３９）にけがはなかった。富良野

署によると、現場は片側１車線の緩やかな左カーブで、路面は圧雪状態だった。事故はトラック側の車線で起き

ており、詳しい事故原因を調べている。

橋の上でスリップ多発 注意

両側に障害物がなく、風が吹き抜け、路面が凍りやすい

２０１８／０１／２４ ０３：００

２３日、積雪や路面凍結によるスリップ事故が相次いだ。３割以上は橋の上で発生しており、警察は「両側に

障害物がなく、風が吹き抜け、路面が凍りやすい。走行する際には十分に注意してほしい」と呼び掛けている。

橋の上 路面凍結 バスと衝突、軽トラック男性が死亡

２０１８年１月２４日 ０８：４６

２３日午後８時半ごろ、栃木県の市道にある橋の上で、バス運転手男性（６８）の軽トラックがセンターラインを

はみ出し、対向車線を走っていた、バス運転手男性（６１）の大型バスと衝突した。軽トラックの男性は頭などを

強く打って間もなく死亡した。大型バスの男性も左肩を打つけがをした。警察によると、事故当時現場は路面が

凍結していたという。大型バスは回送中で乗客はいなかった。

「ブラックアイスバーン」の危険

２０１８／１／２３（火） １９：５９

首都圏を襲った大雪の影響で、車のスリップ事故が相次ぎました。凍りついた道路の中でも特に危険なのが、

凍っていることに気づかない「ブラックアイスバーン」です。

車道を歩いていた若い女性２人 トラックにはねられ、１人死亡、1人重体

２０１８年１月２４日 ８時０１分

２４日午前３時４０分ごろ、福島県の国道で若い女性２人がトラックにはねられ、１人が死亡、１人が意識不

明の重体となっています。警察によりますと、２人は車道を歩いていたと見られるということです。現場は、片

側１車線の直線道路で、横断歩道はなく、街灯がないため夜間は視界がよくないということです。警察の調べに

対し、トラックを運転していた男性は「２人には気付かなかった」と話しているということです。

信号待ちの車に追突…44歳と62歳の男性死亡

２０１８／１／２４（水） ５：５６

２３日午後９時すぎ、山梨県で信号待ちをしていた乗用車に別の乗用車が追突する事故があり、４４歳の男性と６２

歳の男性の２人が死亡しました。


